
ギカイだより 230 号２・３面「各議員の決算の視点」 

 

今西 景子 議員 

 

「幸せを 願って数字と にらめっこ」 

〜町⺠の幸せのため、正しく！効果的に！お⾦が使われたのか〜 

 

みなさん！令和７年度の開成町での暮らしはいかがでしたか？ 

「税金が自分たちのために使われている」と感じられましたか？ 

これからも住み続けたいと思える町だったでしょうか。町民の皆様が安

心して暮らすための生活基盤は整っていたのか。新しい取組は皆様のニ

ーズを的確に捉え、「あ、うれしい」「助かった」と感じられるものだっ

たのか。私は、そのような“暮らす人の目線”で決算を見ました。皆様

が幸せに開成町で暮らしていただけることを願い、特に注視したのは次

の項目です。 

●町の財政状況は健全だったか。 

●全国で相次ぐ地震や気象災害を受け、町民の不安を安心に変える防

災・減災の取組が十分に行われたか。 

●「子どもを産みたい」「育てやすい」「子育てを支えてもらえている」

と感じられる町だったか。 

●園児、児童、生徒、そして保護者一人ひとりの困り感に寄り添う教

育・保育環境が整っていたか。 

決算は、単なる数字の答え合わせではありません。数字の先に見えて

くる皆様の暮らしを思いながら、決算の内容と向き合います。これか

らも、ぜひ皆様のご意見をお寄せください。 


